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Abstract
This paper discusses the function of Pleurants or “Mourning Statuettes” on the tomb of the 
Habsburg Emperor Frederick III （1415-1493）. The use of Pleurants as motifs has a long history. 
Traditionally Pleurants live in arcades or in alcoves （niches） and are playing the role of a 
“weeper”. However on the tomb of Frederick, the “Mourning Statuettes” burst out of the niche, 
sit down on the cornice and are praying like a real monk or a mourner. They represent a new 
type of Pleurants. Firstly, because they moved closer to us and create a link between image and 
reality. Secondly, their role is not an actor as traditional Pleurants were but a story teller. We 
are led by them to pray for and praise the Emperor. Now their new function is clear: the 
“Mourning Statuettes” on the tomb of Frederick make us feel empathy with the image. These 
new Pleurants are so called mediators between image and reality. Their new function adapts to 
the demands of the Emperor, who built not only this tomb but also the mausoleum, had donated 
for his own Requiem Mass and had perhaps wished that future generations would pray for his 
own soul: the new Pleurants adapts to the “composite funeral art”.
序
　フリードリヒ三世（1415-1493）は、1452年、
ハプスブルク家で初めて皇帝の座に就き、同家
の政治的基盤を築いた人物である。その墓碑は、
1467年頃より彫刻家ニコラウス ･ ゲルハールト ･
フォン ･ ライデン（ca. 1420/30-1473）によっ
て着手され、この初代彫刻家が歿して約40年を
経た1510年頃に完成した。そして1513年、ウィー
ンのシュテファン大聖堂に設置され、現在に至
る（fig. 1）。フリードリヒ三世墓碑は、その規
模と形式において、類を見ない特異なものと
なっている。また、およそ半世紀という長期に
及んだ制作経緯の詳細は杳として知られておら
ず、原案で予定されていた設置場所に関してす
ら研究者間で見解の一致を見ていないなど、多
くの解決すべき問題を抱えている。本稿では先
行研究にない着眼点として、側面のコーニス上
に配された「弔いの小像」に注目し、その革新
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性の解明を通じて、フリードリヒ三世墓碑の本
質の一端を明らかにしたい。
1.　作品概要と問題提起
　フリードリヒ三世の墓碑は、長辺が約６メー
トル、棺の高さが約2.4メートルという大作で
ある。材としてはザルツブルク産の赤大理石が
使用された。まずは本作を構成する要素につい
て、外側から順に見てみよう。柵は二連アーチ
の組み合わせとなっており、男女の聖人像54体
が並ぶ。柵の東側に設けられた、棺蓋へ上るた
めの階段の正面には復活のキリストが描写され
る。床面を見ると、柵と棺の境界部分に溝が彫
られており、爬虫類や髑髏などが配される。こ
うした死を象徴するモティーフは慣習に倣った
ものだが、一方で墓碑に柵をめぐらすというの
は極めて異例の処置である。
　次に棺の側面を観察する（fig. 2）。これは上
下二層構成として理解される。下層には各面に
総計８つの壁龕が設けられており、壁龕内には、
フリードリヒ三世が関与した教会や修道院設立
の場面が、丸彫りに近いレリーフで描写されて
いる。壁龕と壁龕の間には、紋章を手にした皇
帝やドイツ王、選帝侯の像が８体配されている。
上層には、ハプスブルク家に所縁のある30帖の
紋章がフリーズ状に並べられる。以上の上下層
はコーニスによって区分され、さらにその四隅
に注目すると、下方ではアトラスのごとく上部
構造を支える人像が、上方では書物や香炉を手
にし、弔いの仕草を示す小像が認められる。こ
の「弔いの小像」こそが、本稿で論じる哀悼像
である。
　最後に棺蓋を観察しよう。中央にはフリード
リヒ三世が枕の上に頭を載せて横たわり、蓋の
外周には、名前と支配地域、歿年等を示す銘文
がめぐらされる。皇帝は豪奢な鋸歯状の冠をか
ぶり、宝石で豊かに飾られた衣服をまとう。大
きく垂れて広がる袖口から伸ばされた手には、
宝珠と剣が握られ、左肩には標語「AEIOU」
の銘文帯が掛かる。周囲には皇帝に関連する８
つの紋章やモノグラムが、王冠を頂き、あるい
は兜を付けた生き物によって掲げられながら敷
き詰められており【１】、墓主はあたかも紋章で
つくられた壁龕に納められているかのようだ。
このように本作では蓋と側面に多数使用されて
いる紋章モティーフを特徴とするが、これは印
章から着想を得た、君主の権威を強調するプロ
パガンダ色の強い表象として理解される【２】。
　本作の制作経緯を知る手掛かりとしてまず挙
げられる史料は、ゲルハールトを招聘する皇帝
の手紙である。ゲルハールトは1467年の秋、こ
の招聘に応じた。しかしその後、彼がどこに工
房を構えて墓碑制作に従事したかは定かでなく、
おそらくウィーン近郊の宮廷都市ヴィーナー ･
ノイシュタットが活動の場であったと推察され
るに留まる【３】。1473年にゲルハールトが歿し
た時点で、まだ棺蓋は未完成であった。1479年、
この墓碑に関するふたつの運搬記録が残された。
まず７月、某所から水運を利用してウィーンへ
運搬した記録であり【４】、次いで８月、ウィー
ンからヴィーナー ･ ノイシュタットへの運搬を
伝える手紙である【５】。この不可思議な移動劇は、
工房の場所、および、墓碑設置予定場所をめぐ
fig. 1　皇帝フリードリヒ三世の墓碑、1467-1510年
頃、ウィーン、シュテファン大聖堂
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fig. 2　皇帝フリードリヒ三世の墓碑、1467-1510年頃、ウィーン、シュテファン大聖堂
fig. 3　ブルゴーニュ公フィリップ豪胆公の墓碑、1381-1410年、シャンモール、カルトゥジオ会修道院に由来
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る様々な憶測を引き起こすこととなったが、現
在まで明快な解釈は示されていない【６】。
　1493年８月、フリードリヒ三世はリンツにて
78年の生涯を終えた。皇帝の遺骸はウィーンの
シュテファン大聖堂へと運ばれ、クリプタに納
められた。ところが墓碑はいまだ完成しておら
ず、1503年頃からはウィーンの石工ミヒャエ
ル・ティヒター【７】によって制作が引き継がれ、
1510年にようやく完成する【８】。そして1513年
11月12日、フリードリヒ三世の息子である皇帝
マクシミリアン一世（1459-1519）によって、
当該墓碑はシュテファン大聖堂の南内陣に設置
され、遺骸も改めて墓碑の中へと納められたの
であった。
　以上のようにフリードリヒ三世の墓碑は、そ
の類例を見ない形式と規模において注目される
べき大作だが、しかし原案とその改変、制作経
緯などに関して不明な点が多い。本作をめぐっ
ては、ヘルゴットによる18世紀の言及をはじめ、
最初のモノグラフィに位置付けられるヴィン
マーとクレーベルによる1924年の研究、および、
ヘルトラインによる1969年の博士論文を中心に
考察が進められてきた【９】。ところが墓碑のコ
ンセプトは十分に解明されたとはいえない状況
にある。なぜなら第一に制作経緯や当初の構想
が明らかにされていないこと、そして第二に、
完成を待たずして、まずは初代彫刻家ゲルハー
ルトが、次いで墓主にして注文主であるフリー
ドリヒ三世が歿したことから、計画やコンセプ
トが変更された可能性もあるため、問題が複雑
化しているのである。
　本稿では墓碑のコンセプトを解明する手掛か
りとして、先行研究では注目されていない、コー
ニス上で墓主を弔う仕草を示す小像に光を当て
る（fig. 2）。結論から述べるなら、この「弔い
の小像」は、中世の哀悼像（Klagefiguren）の
伝統を受け継ぎつつ、ゴシック末期からルネサ
ンス期における新しい芸術動向を背景とした革
新的な機能を備えたものであり、また同時に、
本墓碑の受容問題を明らかにする上で重要なモ
ティーフだと考えられる。
2.　哀悼像の系譜
　墓主の死を嘆き悲しむ哀悼像には長い伝統が
ある。いくつかの例を見てみよう。たとえば、
フリードリヒ三世墓碑と同じくシュテファン大
聖堂の北内陣に置かれている、1360年前後に制
作されたハプスブルク家の大公ルードルフ四世
（1339-1365）とカタリーナの墓碑である。その
棺蓋には夫妻が並んで横たわり、棺側面には壁
龕が設けられている。壁龕内の像は現在では失
われているが、18世紀の史料から、そこには墓
主の死を嘆き悲しむ参事会員や大学教授の彫像
が納められていたことがわかる【10】。ルードル
フ四世はシュテファン大聖堂に皇帝霊廟という
コンセプトを取り込み、大規模な拡張工事を始
め、さらには参事会と大学を設立した人物であ
る。つまりこれら哀悼像は、彼の宗教上の功績
を象徴するものとして解釈できよう。
　あわせて言及すべきは、ヴァロワ＝ブルゴー
ニュ家の墓碑である。この一族とハプスブルク
家は、マリー・ド・ブルゴーニュとマクシミリ
アン一世の結婚により姻戚関係を結ぶことにな
る。まずはブルゴーニュ公フィリップ豪胆公
（1342-1404）の墓碑を見てみたい（fig. 3）。こ
の墓碑は元来、フィリップ豪胆公が霊廟として
建設したディジョン近郊シャンモールのカル
トゥジオ会修道院に設置されていたもので（現
在はディジョン美術館所蔵）、1381年から1410
年にかけて制作された。黒大理石の重厚な板の
上に、手を合わせ祈りの姿勢をとるフィリップ
が描写され、その枕元にはふたりの天使、足元
には一頭のライオンが横たわる。大理石板は白
大理石で作られたアーケードで支えられる。こ
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のアーケードには華麗なトレーサリーが施され
ており、中には白大理石でつくられた哀悼像が
40体並べられている。像はみなゆったりとした
マントで体を覆い、一部の人物はフードを深く
かぶるため顔貌が完全に隠されているが、おそ
らくは親族と宮廷人、そして聖職者を描写した
ものであろう【11】。なお本作の制作に関わった
クラウス・スリューテルは、フリードリヒ三世
墓碑の制作に従事したゲルハールトへ影響を与
えた人物であることを言い添えておく。
　ブルゴーニュの哀悼像は、マリーとマクシミ
リアン一世の娘にしてネーデルラント総督で
あったマルガレーテ（1480-1530）により受け
継がれる。彼女は1505年よりフランス南東部
ブール＝カン＝ブレス近郊のブロウにて、自身
と夫サヴォイア公フィリベルト二世、その母マ
ルグリットのために修道院を建設した。その聖
堂内に納められた三名の墓碑はすべて1520年代
に制作されたが、各々異なる形式が採用されて
いる。その中で唯一、伝統的な壁龕墓形式のマ
ルグリット墓碑では、側面のアーケード内に、
紋章を持ったプットーとともに哀悼像が納めら
れているのである。
　最後に、インスブルックの宮廷礼拝堂にある
マクシミリアン一世の墓碑を取り上げたい
（fig. 4）。これは墓碑というより、礼拝堂全体
を使用した空間芸術といっていいだろう。礼拝
堂の中央にはマクシミリアン一世の棺が置かれ
る。そして棺の周りを、28体の親族像、23体の
聖人小像、21点の古代皇帝の胸像がずらりと取
り囲むのである。実は当初、この倍となる規模
の像が計画されていたが、1502年の計画開始か
ら半世紀を経たところで未完成のまま制作が中
止された【12】。マクシミリアン一世は霊廟建設
も計画していたものの未着手に終わり、孫の
フェルディナント一世が計画を一新して現在の
礼拝堂を建設した。このような経緯で制作され
た異例ともいえる大規模な墓碑群像のうち、殊
に等身大超の親族像が、エッティンガーとパノ
フスキーによって哀悼像の系譜に位置付けられ
ているのである【13】。この説に従うならば、そ
れまで墓碑の壁龕内に縛り付けられていた小さ
な哀悼像は、ここで完全なる独立を果たし、墓
主や鑑賞者と対等な体を手に入れたといえよう。
　以上概観した哀悼像の系譜の中で、マクシミ
リアン一世墓碑の一段階前に位置付けられるの
が、フリードリヒ三世墓碑である。制作年代は
マルグリット墓碑の方が新しいが、こちらは伝
統を順守した保守的なものである。一方でフ
リードリヒ三世墓碑では、従来の哀悼像が担っ
ていた機能が、ふたつのグループへと分化した
と解釈できる。すなわち第一のグループは壁龕
内に留まり、修道院設立など皇帝の輝かしい功
績を伝える機能を担う。これは、教会に対する
貢献を墓主の功績として描写する点において、
fig. 4　皇帝マクシミリアン一世の墓碑、16世紀前半、
インスブルック、宮廷礼拝堂
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ルードルフ四世墓碑のコンセプトを受け継いだ
表現といえる。そして注目すべき第二のグルー
プは、壁龕から飛び出してコーニス上に進出し、
発展史上の大きな一歩を踏み出した。これらの
小像は司教や修道士、そして世俗のひとびとの
姿で、祈祷書を広げ、香炉を持ち、ひざまずい
て手を合わせる。彼らは様々な仕草でもって、
死者を弔っているのである。
3.　聖職者像と跪拝像
　フリードリヒ三世墓碑における「弔いの小像」
は、どのような機能を有していたのか。彼らの
弔いの仕草は直ちに、フリードリヒ三世の死者
ミサを執り行う聖職者や参列者、あるいは私的
に追悼するひとびとを連想させるものである。
墓碑の中の、いわばイメージとしての「弔いの
小像」が死者のために祈りを捧げるのと同様に、
現実世界のひとびとも、死者のために祈りを捧
げるのである。
　このように現実世界とイメージの世界が結び
付けられた表現は、たとえば祈祷書にも観察さ
れる。祈祷書の頁はしばしば美しく枠取られ、
その枠内に聖人像や聖なる場面が描写された。
そして場面の脇、もしくは枠外には、ひざまず
いて祈りを捧げる人物の姿が添えられることも
あった（fig. 5）。こうした跪拝像は概して、書
見台の上に祈祷書を広げ祈りを捧げている。こ
の跪拝像は、祈祷書の所有者であり、そして跪
拝像の前の祈祷書は、いまここにある祈祷書に
ほかならない。現実世界で現実の人物により捧
げられる祈りが、描かれた跪拝像によって捧げ
られる祈りと重なる。このとき、現実世界と描
写された世界が交差するのだ。
　以上の表現方法が採られた背景には、ネーデ
ルラント由来の写実性の追求があった。それは
同時に、ある種のジレンマを写本へもたらすこ
とになる。文字の連なる写本頁という絶対的な
二次元世界へ、写実的な、つまり三次元的な表
現が持ち込まれることで、写本の秩序が脅かさ
れたのである。端的にいえば、写本頁に描かれ
た三次元的な空間表現が、頁中央に「穴」を空
けてしまったのだ。こうした芸術上の問題に対
して、15世紀後半の画家たちは様々な工夫で
もって対応した。工夫のひとつが、トロンプ・
ルイユである。これにより、頁中央にはその奥
へと続く開口部が、手前には花などがばらまか
れ、写本頁はその狭間で再び平面になった【14】
（fig. 6）。その結果、奥の空間はイメージの世
界に留まりつつ、手前の平面は現実世界と半ば
融合を遂げたかのような現象が生じたのである。
　ここでフリードリヒ三世墓碑に立ち返ろう。
フリードリヒ三世墓碑の特異な表現に、同時代
の写本装飾が影響を与えた可能性は高い。たと
fig. 5　『ベリー公のいとも美しき聖母の時祷書』
1413年頃、パリ、国立図書館 Nouv. acq. lat. 3093, 
107v
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えば本作の壁龕上部は複雑な形状のトレーサ
リーによって縁どられ、そこには小鳥などの小
動物が棲まう様子が描写されており、こうした
表現にも写本装飾との共通性が認められる。あ
わせて、壁龕内に描かれた墓主の功績を伝える
物語場面と、壁龕の外の「弔いの小像」という
関係は、祈祷書における枠内の場面描写と、枠
外の跪拝像という関係を髣髴とさせるものであ
る。さらには、「弔いの小像」による弔いの仕
草が、現実世界におけるそれと重ねられる点も、
写本のトロンプ・ルイユの仕組みと類似してい
よう。写本装飾がそうであったように、本墓碑
の「弔いの小像」も、イメージの世界を超越し、
現実との領域の境を曖昧にする。壁龕内の人物
像が純粋なイメージ内の住人であるのに対し、
「弔いの小像」は現実とイメージの境界に棲み、
現実とイメージの世界の仲介者としての機能を
有しているのである。
4.　哀悼像が担う機能と革新性
　フリードリヒ三世墓碑における「弔いの小像」
の革新性は、現実世界を取り込む点に認められ
る。これはまた同時に、墓主の要望に応えたも
のであった。なぜなら第２節で概観したように、
君主は自身の墓のみならず、それを納める聖堂
を建設し、祈りを捧げる聖職者の属する修道院
を設立し、自分に捧げる死者ミサのための寄進
を行うなど、自らの葬礼芸術を総合的に組み立
てていたからである。したがって「弔いの小像」
が、墓碑作品と現実世界にいる聖職者、そして
死者ミサの参列者を取り込み関連付けるという
のは、墓主の要望に十分応えた結果だといえよ
う。換言すると「弔いの小像」は、これと対峙
する受容者の態度を、他のメディアも含めたよ
り総合的なものへと発展させたのである。
　ここで再び、フィリップ豪胆公の墓碑を観察
したい（fig. 3）。下層の哀悼像は、司教杖や灯
りなどを手にし、顔をゆがませて嘆きの身振り
を示し、あるいは顔をフードで深く覆い、ただ
じっとうつむいている。彼ら総勢40名は、様々
な形で哀しみを表わしながら、葬儀の列をゆっ
くりと進める。グランモンターニュはこの葬列
の中に、永遠性の表現を見出している。哀悼像
が連続的な列を生みだすことにより、フィリッ
プ豪胆公の死は、決して終わることなく嘆き悲
しまれ続ける。それは豪胆公が埋葬されたその
瞬間であり、また同時に、私たちが体験してい
るいまこの瞬間でもあるのだ【15】。ここに展開
するのは、ある種の演劇的とみえる光景である。
そして私たちは、40名の役者が演じる哀しみの
スペクタクルを鑑賞する観客なのである。
　一方、フリードリヒ三世の墓碑における「弔
いの小像」は、少々役柄を異にする。ここでの
fig. 6　〈スコットランド王ジェームズ四世の画家〉
『時祷書』1500年頃、バチカン図書館 Vat. lat. 3770, 
fol. 51v
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真なる役者は、壁龕の中という舞台で皇帝の輝
かしい功績を表わす人物像である。「弔いの小
像」はむしろ、そこで演じられている皇帝の栄
光を眺め、思いをはせ、そして鑑賞者に讃美を
促し、墓主の魂のための祈りを導く。彼らは役
者というより狂言回しである。彼らは、役者と
鑑賞者の間に立って、両者を仲介し、ストーリー
の理解を助け、物語のスムーズな進行を補助す
る。これは、死者ミサの最中に聖職者が担う役
割に準ずるものである。
　改めて棺の側面を観察すると、上部には紋章
盾が整然と並び、下方ではツタの絡まる壁龕が
並ぶ。柱や壁龕といった建築的構造物に縛り付
けられた小像群の中、唯一彼ら「弔いの小像」
だけが自由に振る舞える存在である。人間的な
存在である彼らは、鑑賞者の共感を容易く得る
ことができよう。先に観察したフィリップ豪胆
公墓碑の哀悼像は、アーケードの中に納まって
厳かな列をつくることで、他者を寄せ付けない
超越的な表現が目指されていた。これは死者へ
の悲嘆をドラマティックに演出する効果を狙っ
たものだといえる。一方フリードリヒ三世墓碑
の「弔いの小像」は、超越的存在とういよりも、
限りなく現実世界に近い場所に位置することに
よって、生者との交わりと同化を狙っているの
である。
結
　以上を踏まえた上で、フリードリヒ三世墓碑
における「弔いの小像」の革新性をまとめたい。
哀悼像は元来、墓主の魂の安寧を祈り、あるい
はその宗教上の功績を象徴するモティーフで
あった。こうした哀悼像の機能に変革をもたら
したのが、フリードリヒ三世墓碑である。その
背景には、ゴシック末期からルネサンスにかけ
て高まった写実主義があった。本作では、イメー
ジと受容方法の合致という「本当らしさ」も追
求されたのである。墓主は概して自身の死者ミ
サなども含む総合的な寄進に意欲的であり、ま
してやそれが権力者の場合、霊廟としての聖堂
や修道院までも建設するほどであった。そして
死者ミサや追悼において、聖職者と、聖職者に
導かれた現実世界の哀悼者は、墓主の魂の安寧
のために祈ることが求められた。こうした受容
態度と設置環境を踏まえ、本墓碑の「弔いの小
像」は、壁龕というイメージの世界から飛び出
し、独立した跪拝像として現実世界との狭間に
棲まうことによって、生者の共感を導く機能を
担った。「弔いの小像」は、墓主が築き上げた
壮大な葬礼芸術のイメージと、その歿後の現実
世界とを結び付ける仲介者だったのである。
　祈り追悼するという行為を共有することで、
生者は「弔いの小像」に導かれ、墓主のイメー
ジに感情移入する。臨場感を追求した劇場型と
いえる表現にこそ、フリードリヒ三世墓碑にお
ける「弔いの小像」の革新性が認められるので
ある。
［付記］本研究報告は、平成28-30年度科学研究
費基金・若手研究（B）「ハプスブルク家の霊
廟と墓碑―ゴシックからルネサンスへの変遷」
（研究課題番号：16K16725）による研究成果の
一部です。
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